
平成２７年度　地方創生加速化交付金

事業①
事業名

連携地域

事業に係るＫＰＩ

効果検証方法

議会報告等

事業名称 事業費 交付金 執行額

総合戦略 地区計画策定

長期総合計画の前期計画が終了するに当たり、各公民館が樹
立した地区計画の見直しを行う。見直しにあたっては、各地区に
入り込んでの４～５回のワークショップを開催し、後期５年間の
地区計画、アクションプラン等を策定する。また、地区計画にあ
たっては、クリエイターや大学生などが各地域に入り込んでアド
バイス等が行える様な環境を意識的に作り出す予定としてい
る。

委託料 業務委託料 17,971,200 17,971,000 17,971,200

広告料 広告料 864,000 864,000 864,000

委託料 業務委託料 7,747,336 7,747,000 7,747,336

計 小計 8,611,336 8,611,000 8,611,336

報償費 謝礼 317,500 317,000 317,500

旅費
費用弁償
普通旅費

133,170 133,000 133,170

需用費
消耗品費
印刷製本費

568,027 568,000 568,027

世界農業遺産外
部普及ＰＲ

焼畑など椎葉村の受け継がれてきた資源や景観は外国も含
め、外から見ると魅力的なものであるが、十分に知られていない
という状況でもある。
こうした地域資源を広くＰＲするため、外国も意識した動画製作・
焼畑ガイドブック製作を行い、担い手の育成や交流人口の増加
を図る。

委託料 業務委託料 5,948,600 5,948,000 5,948,600

委託料 業務委託料 1,170,000 1,170,000 1,170,000

補助金 事業補助金 2,510,000 2,503,000 2,510,000

委託料 業務委託料 900,000 900,000 900,000

委託料 委託料 933,120 933,000 933,120

計 12,480,417 12,472,000 12,480,417

ヘルスツーリズ
ム

健康志向・自然回帰といった流れのなか、他の地域に負けない
自然環境の地域資源を活かした観光メニューの一つとして、健
康を意識した食や早朝散歩といったヘルスツーリズムに取り組
み、実際に取り組んでいる地域から講師を派遣し、指導を仰ぐな
ど磨き上げを行う。

委託料 業務委託料 900,000 883,000 883,000

古民家利活用プ
ランニング

県天然記念物指定である大いちょうや観光資源の下松尾棚田
の地域磨き上げを図るため、松尾庄屋跡の利活用プランニング
を観光プロジェクトを中心に行う。

委託料 業務委託料 2,073,600 2,073,000 2,073,600

委託料 業務委託料 3,258,450 3,258,000 3,258,450

役務費 広告料 961,200 961,000 961,200

計 7,193,250 7,175,000 7,176,250

合　　　計 46,256,203 46,229,000 46,239,203

事業②
事業名

連携地域

事業に係るＫＰＩ

効果検証方法

議会報告等
事業名称 事業費 交付金 執行額

ＵＩＪターン
耳川流域連携移
住対策

林業従者の高齢化や現象が進む一方、林業に就業を希望するＩ
ターン者も増えて来つつある。こうした事から日向・東臼杵地区
連携での林業を核とした移住相談会やお試し就業、プロモーショ
ンなどの実施により移住促進を図る。

負担金 負担金 1,400,000 1,400,000 1,400,000

事業内容 費目

事業内容

林業を核とした山の暮らしに新たな人を呼び込む耳川流域連携強化事業

日向市、門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村

耳川流域圏域での新規林業就業者数　５人（平成２９年３月時点）

椎葉村総合戦略会議において実施（平成２９年３月実施予定）

二次交通確保実
証実験

世界農業遺産の地域資源としての焼畑や雑穀栽培の磨き上げ
を行うため、担い手育成や農法の維持・継承活動を焼畑蕎麦苦
楽部等に委託し、その活動を促進する。
また、椎葉村での農業研修制度を設け、その研修施設となる生
産施設の一部改修を行い、農業の振興や担い手育成を図る。

都市圏からのアクセスルートである熊本方面には公共交通機関
が無い。今後の観光プロジェクトの推進やインバウンドのター
ゲットとなる都市部住民や外国人旅行者の多くは自らが運転し
て訪れる割合が低いため、こうした対応のために熊本駅および
熊本空港からの二次交通確保のための実証実験を８月から１２
月までの５ヶ月間実施し、乗車状況やアンケート調査による効果
検証を行う。

世界農業遺産のシンポジウムを開催する事により、その重要性
の認識や誇りに思う気持ちの醸造を図り、村民への世界農業遺
産の普及・啓蒙を図る。

移住体験ツアー

移住するためには、実際にその地域に訪れてみる事が必要とな
るが、本村における課題として交通アクセス等の問題から,椎葉
村まで来る事が容易でない点がある。こうした事から、家族づれ
も来やすい夏休みシーズンにツアーを実施（２０名規模）し、移住
候補先として実際に訪れてもらう事を行う。

ローカルベン
チャースクール

ＵＩＪターン

費目

若者未来づくり

昨年度から行っている若者と移住者による対話会で出された共
同で取り組むテーマの実現にむけた活動の促進や中学生にも
同様の取り組みを行い、自らがやりたいことの掘り起こしや実現
に向けた取り組みを支援する事により、自分の将来について考
える機会等や人材育成を図る。

平成２９年９月議会において事業の実施および総合戦略会議での効果検証について報告

雇用創出・人材育成

焼畑・雑穀農業
担い手育成

観光振興

世界農業遺産内
部普及ＰＲ

秘境ならではの地域資源や充実した情報インフラを活用した新
たな起業の可能性を探るため、ローカルベンチャーを志向する
人材のイノベーションキャンプの実施や椎葉村内の若者の学び
や地域活性化への活動支援を行う。

世界農業遺産「高千穂郷・椎葉山地域」ブランディング推進事業

宮崎県・椎葉村・諸塚村・高千穂町・日之影町・五ヶ瀬町

椎葉村総合戦略会議において実施（平成２９年３月実施予定）

平成２９年９月議会において事業の実施および総合戦略会議での効果検証について報告

観光入り込み客数　１０．７万人（Ｈ２６）→１１．８万人（平成２９年３月時点）


